
1 医療費助成オンライン資格確認の導入

2 旧広瀬座の活用

令和８年度  ６月 補正予算の内容
（一般会計補正予算 第 １ 号）



事 業 費
合 計

財源内訳

国 県 市債 その他 一般財源

補正第１号 490,239 123,912 68,332 197,200 1,950 98,845

（単位 千円）

一般会計補正予算額

４億９,０２４万円

【参考】令和８年度予算累計額（一般会計） 1,２４９億９，０２４万円



安心できる
医療福祉

子育て・
働く環境支援

福島の恵みを
地域の力に

市民目線の
課題解決

未来と国力
につなぐ防災

古きを訪ねて
新しきを生む

夢を広げる
教育と挑戦

自然環境の
再起

暮らしを支える
基盤と改革

１ 医療費助成オンライン資格確認の導入 補正額：32,970千円

『オンライン資格確認』を導入し、マイナ保険証と受給者証を一体化することにより、医療機関等に

おける窓口業務の効率化と患者の利便性向上を図ります。

対象となる医療助成事業

スケジュール

R8.7～R9.1 システム改修 R9.2～ データ連携開始（予定）

事 業 内 容

PMHシステム

デジタル庁が開発

国

マイナンバーカードで受診

医療機関 福島市

受給資格
参 照

助成対象者
登 録

保健福祉
総合情報
システム等

受給者証
不 要

受診者資格
手入力不要

市民

システム
改 修

子ども・重度心身障がい者・ひとり親家庭医療 育成・更生・療養介護医療 小児慢性特定疾病医療

請求誤り
減 少



安心できる
医療福祉

子育て・
働く環境支援

福島の恵みを
地域の力に

市民目線の
課題解決

未来と国力
につなぐ防災

古きを訪ねて
新しきを生む

夢を広げる
教育と挑戦

自然環境の
再起

暮らしを支える
基盤と改革

２ 旧広瀬座の活用
歴史的な価値を守りながら、様々な場面で活用可能な芝居小屋として生まれ変わりました。文化や

歴史を学ぶ場として、また、市民の皆さんに親しまれる場として活用します。

補正額：14,000千円

事業概要

こけら落とし

貸 館 ・ 見 学

★プレこけら落とし公演 【地元劇団による公演】

★こけら落とし公演 【著名な演者（伝統芸能）に

よる公演】

貸 館・・・劇場はもちろんのこと、講演会場、式典、イベント会場などユニークベニューとして活用

見 学・・・リニューアル後の国指定重要文化財 旧広瀬座の舞台（装置）や客席など

スケジュール R8.6月 9月頃 １１月 R9.４月

民 家 園
設置条例
改 正

プ レ
こけら落とし

こけら落とし

貸  館
受付開始

貸 館
見 学

≪施 設 概 要≫

・ 明治20年築

・ 国指定重要文化財 H10指定

・ 延床面積 ７８１．６４㎡

・ 座席数 ３２３席

≪リニューアル内容≫ R５～R７

耐震補強、電気設備、トイレ設置、

音響、照明設置工事など
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